
第18回つくば市プレゼンテーションコンテスト
市長賞、教育長賞が決まりました！
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11 月 27 日（金）に開催されたプレゼンテーションコンテストの市長賞、教育

長賞が厳正なる審査の上、決定いたしましたのでお知らせします。

1 月 5 日（火）より、校務支援システム C4th にログインして

お使いいただけます。各学校の Z ドライブにショートカット

を作成していますので、そこからアクセスしてください。

市長賞

吾妻学園吾妻小学校４年生　つくばスタイル科部門
「ごみ問題について～ SDGs　作る責任使う責任～」

大穂学園大曽根小学校４年　学習成果部門
「文化を伝える～一ノ矢八坂神社～」

高崎学園茎崎第一小学校６年生　学習青果部門
「夢の町～バッグキャスティング法で描く未来のつくば～」

高山学園高山中学校７年生　学習成果部門
「新しい発見！デザインの魅力」

吾妻学園吾妻中学校９年生　外国語部門
「災害 ・ 防犯への対策がとられた安全安心の町へ」

輝翔学園谷田部小学校３年生　学習成果部門
「給食の食べ物はどのように作られているのだろう？
～生産者さんにインタビューしてみよう～」

光輝学園手代木南小学校３年生　学習成果部門
「かげと太陽のひみつにせまる！」

桜学園九重小学校４年生　学習成果部門
「楽しい体育」

桜並木学園桜南小学校４年生　つくばスタイル科部門
「ふれあおう！人と人　わたしたちの健康を守る人々」

みどりの学園義務教育学校４年生　学習成果部門
「美しい地球を守るためにわたしたちができること」

茎崎学園茎崎第三小学校５年生　つくばスタイル科部門
「ヤゴに適した環境」

竹園学園竹園西小学校６年生　外国語部門
「Food Chain」

豊里学園上郷小学校６年生　学習成果部門
「町の未来をえがこう」

光輝学園松代小学校６年生　つくばスタイル科部門
「ストップ！地球温暖化」

洞峰学園東小学校６年生　つくばスタイル科部門
「ぼくたちの健康も、 世界の友達の健康も守るために」

豊里学園豊里中学校８年生　外国語部門
「My Future Dream」

大穂学園大穂中学校８年生　学習成果部門
「オンラインロボコンの学び」

学園の森義務教育学校８年生　学習成果部門
「睡眠の重要性と効果を知ろう」

春日学園義務教育学校９年生　外国語部門
「The profundity expressed in japanease culture
～ the mystery of "Five" ～」

秀峰筑波義務教育学校９年生　外国語部門
「Time to change the world」

教育長賞

講 評
プレゼンテーションで一番大切なことは何だと思いますか？ 伝えた
い、聞いてもらいたいという気持ちを強く持っていることだと、私は思っ
ています。 プレゼンの準備をする段階から、実際にプレゼンをする時、
聞いてくれる人のことをいつも考えそういう気持ちをずっと持ち続けて
取り組むことが大切だと思います。 今回、 市長賞を受賞した皆さん
は発表の方法や内容はそれぞれ個性的で違うのですが、どのグルー
プもそういう気持ちがよく伝わってくるプレゼンテーションをしていまし
た。 プレゼンの方法については、 どのグループも大変上手でした。
その上であえて改善点を言うならば、 聞いてくれる人に向けてもっと
語りかけるようにしてはどうでしょうか。 例えば何々してみたことある
人いますかとか、 皆さんはどうですか？というような感じで最初に問
いかけて問題を投げかける、 またいきなり話し始めるのでなく 「何々
についてこれから一緒に考えてみましょう」 と誘いかけてから話し始
める、 などです。 そうするともっと聴く人の心に届くようになるはずで
す。 プレゼンの内容については、 プレゼンテーションは相手に対する
プレゼントなのですから、 大切なものが何かをよく考える必要があり
ます。 自分たちが伝えたい聞いてもらいたいことは何なのか、 自分
に問いかけることは大事です。 自分達だけにしか話せないような内
容、他の人がもっと知りたいと思うような内容は何だろうとよく考えて、
それを話の中に必ず加えるようにします。 そういう意味で自分たちの
体験や時間をかけて取り組んだこと、 考えたこと、 オリジナルのアイ
デアや調査結果などの発表は、 とても聴き応えがありました。 小学
校高学年以上の皆さんについては、 話が筋道立ったものになるよう
心がけることも大切です。 時間をかけて見直すようにしましょう。 今
年はどのグループも、 聞いてくれる人を前にして発表の練習があま
りできなかったかもしれません。 それでもみなさんは満点に近いプレ
ゼンテーションをしました。 でも工夫や改善の余地はまだまだあると
思います。 その部分を見直して、 努力を積み重ねてください。 来年
も更にパワーアップしたプレゼンテーションを期待しています。 頑張っ
てください。

※各受賞作品への講評は、 教育局ライブラリ→26_ICT システム ・
機器→21_ プレコンの中にショートカットが入っています。
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